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我が傑志の天下に持るベ一に良有社と自治曲目があり、

きは自治の粕紳であること一この凹つの自治学寮に自由

は申すまでもないが、
自治一に入会できるようになって

とは何か。
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務斤議え定罫

一一一一一 ｜冬期講習112/196川／90各講座4日間完結
E予互理
_ 1直前講習I 1/210砂2/180各講座3日間完結

。勝利の定跡！ 年始ライブ 1/1・2

定員に遣しましたので受付を終了しました。
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東京で、「新西洋事情」「炎

熱商人」
などの作品で知ら

れる友人の作家・
深田祐介

さんの喜寿をお祝いする会

があった。
探聞さんはフラ

ンス語で有名な暁昼間校の

卒業生とのことで、
何人か

のフランス人やNHKの名

キャスターだった
磯村尚徳

氏らフランス語削辿の方々

が大勢出席していた。
とこ

ろが品近は高校でフランス

語を学ぶ生徒が大幅に減少
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松本深志高校とフランス語と私－同窓会会長就任のことばに代えて　深志高校新聞-2008.12.22


